
四
月
二
三
日
『
二
〇
〇
六
年
春
闘
勝

利
ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
デ
モ
出
発
集
会
』

が
、
新
潟
市
『
近
鉄
物
流
』
で
開
催
、
県

労
連
・
建
交
労
の
仲
間
と
国
労
、
四
〇
名

が
結
集
し
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク

は
、
新
潟
市
内
を
一
五
台
が
並
ん
で
走
り

街
宣
、
多
く
の
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

『
近
鉄
物
流
』
の
会
場
に
九
時
に
集
合

し
ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
の
側
面
や
前
面
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
い
た
横
断
幕
を
、
は
り

出
発
集
会
を
開
催
、
一
一
時
に
出
発
し
ま

し
た
。

横
断
幕
の
準
備
が
終
了
し
出
発
集
会
が

開
催
、
県
労
連
の
山
崎
議
長
は
『
素
晴
ら

し
い
天
気
に
な
っ
た
。
い
つ
も
は
晴
れ
な

い
が
、
今
日
は
ふ
さ
わ
し
い
天
気
に
な
っ

た
。
国
会
で
の
行
政
改
革
〜
さ
ま
ざ
ま
な

悪
法
が
出
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
九
条
が
危

機
的
状
況
。
悪
政
を
許
さ
な
い
闘
い
を
。

規
制
緩
和
で
安
全
・
安
心
な
方
向
へ
行
か

な
い
状
況
だ
。
春
闘
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
い
う
状
況
、
県
内
の
労
働
者
を

大
き
く
激
励
し
市
内
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
』
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

地
本
守
橋
委
員
長
は
集
会
で
『
は
じ
め

て
の
参
加
。
国
鉄
闘
争
に
つ
い
て
、
国
会

で
政
府
の
責
任
で
解
決
を
取
り
付
け
た
い
。

具
体
的
に
要
求
す
る
窓
口
が
無
い
。
統
一

要
求
が
さ
れ
て
い
な
い
。
地
方
か
ら
共
闘

の
取
組
み
、
大
衆
行
動
が
重
要
。
こ
の
こ

と
が
重
要
だ
』
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

杉
崎
委
員
長
は
『
横
断
幕
の
課
題
が
多

く
な
っ
た
。
原
油
高
騰
で
燃
料
が
実
際
に

上
が
っ
て
い
る
。
政
治
の
課
題
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
近
鉄
物
流
の
名
称
が
売
ら
れ
た
。

政
治
は
戦
争
し
て
儲
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
大
企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
。
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
が
ん
ば
る
し
か
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
・
ダ
ン
プ
に
は
ら
れ
た
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
覚
え
て
欲
し
い
』
と
訴
え
ま
し
た
。

建
交
労
の
多
く
の
仲
間
か
ら
あ
い
さ
つ

決
意
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
最
後
に

団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
、
力
強
く
お
こ
な
い

十
一
時
に
、
新
潟
市
『
近
鉄
物
流
』
を
出

発
し
ま
し
た
。
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第
七
七
回
メ
ー
デ
ー
が
五
月
一
日
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
市
で
は

新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
新
潟
市
陸
上
競

技
場
で
開
催
、
七
〇
〇
〇
名
が
結
集
。

県
労
連
中
央
メ
ー
デ
ー
は
新
潟
市
西
大

畑
公
園
で
開
催
、
一
三
〇
〇
名
が
結
集
し

ま
し
た
。

『
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を

守
り
平
和
と
民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を

め
ざ
そ
う
』
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
。

各
団
体
、
労
組
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
な
が
ら
闘
っ
て

い
る
状
況
、
決
意
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

県
労
連
中
央
集
会
は
、
開
会
か
ら
雨
が

降
り
し
き
り
、
各
団
体
の
あ
い
さ
つ
や
文

化
行
事
な
ど
困
難
な
状
況
で
し
た
。

国
労
を
代
表
し
て
新
潟
支
部
渡
辺
委
員

長
は
『
国
鉄
闘
争
の
一
日
も
早
い
解
決
を

一
〇
四
七
名
問
題
が
解
決
し
な
い
か
ぎ
り

国
鉄
改
革
は
終
ら
な
い
。
安
全
・
安
定
輸

送
を
全
力
を
上
げ
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

雨
は
デ
モ
が
終
る
一
二
時
頃
ま
で
降
り

続
い
て
い
ま
し
た
。
退
職
者
組
合
の
参
加

者
も
、
こ
ん
な
メ
ー
デ
ー
は
珍
し
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
終
了
後
、
地
本
事
務
所

二
階
で
懇
親
会
そ
の
後
、
二
次
会
〜
な
ど

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め

る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
五
月
一
四
日
か

ら
展
開
し
新
潟
地
本
へ
は
、
六
月
七
日
秋

田
地
本
よ
り
、
酒
田
支
部
に
引
継
ぎ
九
日

ま
で
新
潟
地
本
、
各
支
部
で
さ
ま
ざ
ま
な

行
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

各
支
部
で
は
、
単
組
・
団
体
へ
の
要
請

集
会
な
ど
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
日
は
、
新
潟
県
や
北
陸
信
越
運
輸
局
へ

の
要
請
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
行
動

へ
の
組
合
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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